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「自動運転（システムとサービスの拡張）」

東京臨海部実証実験の

成果報告の概要について
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１．東京臨海部実証実験の概要
(1)目的

○一般道における信号情報や高速道における合流支援情報など、交通イン
フラにより提供される動的な交通環境情報を活用した協調領域における自
動運転技術の検証、混流交通環境下における交通流等への影響評価

○国内外からの参加によるオープンな議論の場を提供、評価を実施し、国際
的な協調・標準化を推進 等

(2)実施期間

○2019年10月 ～ 2021年3月末

(3)整備したインフラ、車載器等

高精度3次元地図（臨海副都心地域） 実証実験用車載器システム構成図



(4)参加者

○内外自動車メーカー、サプライヤー及び大学、ベンチャー企業など29機関



２．臨海副都心地域（信号情報）

３．臨海副都心地域（インパクトアセスメント）



４．羽田空港地域（次世代型公共交通システム）

* 次世代型公共交通システムの実証実験は2020年11月末で完了

５．首都高速道路（本線合流支援・ETCゲート情報）



６．これまでの経緯

７．東京臨海部実証実験の成果報告書
https://www.sip-adus.go.jp/rd/

８．関係リンク
(1) SIP café ～自動運転～（一般の方向け）

https://sip-cafe.media/

(2)東京臨海部実証実験公式ページ（専門家の方向け）
https://www.sip-adus.go.jp/fot/

2018年 3月 第14回未来投資会議にて、産業界からの要望
を受け、政府として東京臨海部におけるインフラ
整備の対応を検討

11月 「東京臨海部実証実験の実施」発表

2019年 1月 実証実験参加者の参加者募集（～3月）

6月 実証実験参加者の決定

10月 東京臨海部実証実験の開始

2020年 3月 首都高速道路における実証実験の開始

6月 羽田空港地域における実証実験の開始

2021年 3月 実施期間の延長決定

https://www.sip-adus.go.jp/rd/
https://sip-cafe.media/
https://www.sip-adus.go.jp/fot/

